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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 29,693 ― 1,783 ― 1,069 ― 62 ―
20年3月期第3四半期 31,968 4.0 3,528 20.0 3,306 14.9 2,294 6.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 1.48 ―
20年3月期第3四半期 53.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 58,883 36,235 56.5 789.78
20年3月期 60,707 38,084 56.9 809.80

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  33,254百万円 20年3月期  34,563百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
21年3月期 ― 5.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 3.00 8.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 △16.6 △150 ― △1,200 ― △2,600 ― △61.75

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年11月７日に公表いたしました連結業績予想を修正しております。上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想
に関する定性的情報」をご覧ください。 
２．当連結会計年度より、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  45,246,212株 20年3月期  45,246,212株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  3,140,053株 20年3月期  2,564,279株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  42,538,177株 20年3月期第3四半期  43,210,718株



定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期連結累計期間における国内外の経済は、サブプライム問題に端を発する金融市場の混乱が実体経済に

も影響を及ぼし、景気の悪化が深刻化しました。

　このような環境の中、当社の主要マーケットである携帯電話・ＡＶ機器・パソコン・カーエレクトロニクス市場な

どの最終需要も悪化しました。特に秋口以降、在庫調整の影響が顕著化し、当社事業を取り巻く環境は急速に厳しさ

を増しました。その状況下、当社におきましては小型・新製品の投入による製品ミックス改善やコスト改善を継続し

て推進しましたが、稼働率の低下や大幅な円高水準による為替変動の影響を受け、厳しい利益環境となりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は29,693百万円、営業利益は1,783百万円、経常利益は1,069百万円、

四半期純利益は62百万円の減益となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前期末と比較して1,823百万円減少し、58,883百万円となりました。現金

及び預金の減少が主な要因となっております。

　負債合計は、前期末に比べ25百万円増加し、22,648百万円となりました。有利子負債の増加などによるものであり

ます。

　純資産合計は、前期末に比べ1,849百万円減少し、36,235百万円となりました。為替換算調整勘定及び少数株主持分

が減少したため、純資産が減少しております。

　自己資本比率は、前期末に比べ0.4ポイント減少し、56.5％となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　平成20年11月７日に公表いたしました通期の連結業績予想を修正しております。なお、当該予想数値の修正に関す

る内容につきましては、本日（平成21年２月13日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（簡便な会計処理）

①　棚卸資産の評価方法

　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

②　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

税金費用の計算

　税金費用については、主に当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①　「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用

　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

②　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第18号）を適用しております。これによる売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益に与える影響はありません。

（追加情報）

①　有形固定資産の耐用年数の変更

　当社及び国内連結子会社は、減価償却資産の耐用年数等に関する平成20年度法人税法の改正を契機として、資

産の利用状況を見直した結果、当第１四半期連結会計期間より、固定資産の耐用年数を変更いたしました。これ

により、当第３四半期連結累計期間の売上総利益は94,521千円、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益は、それぞれ104,666千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響額は、当該箇所に記載しております。

②　役員退職慰労引当金の変更

　当社は平成20年６月27日開催の第45回定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止を決議いたしました。

役員退職慰労金制度の廃止決議までに計上された金額は、当該役員の退職時に支払うこととされており、残高

226,127千円を固定負債「長期未払金」に振替えております。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,157,690 7,799,909

受取手形及び売掛金 11,507,934 11,130,889

有価証券 1,197,355 854,301

商品及び製品 3,952,651 3,785,937

仕掛品 2,839,476 2,900,266

原材料及び貯蔵品 1,753,778 1,978,324

繰延税金資産 42,922 70,040

その他 1,271,419 1,500,197

貸倒引当金 △72,881 △70,564

流動資産合計 28,650,347 29,949,301

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,236,855 6,674,698

機械装置及び運搬具（純額） 13,390,793 13,750,405

工具、器具及び備品（純額） 1,494,725 1,746,294

土地 5,645,975 5,693,216

建設仮勘定 911,198 167,880

有形固定資産合計 27,679,547 28,032,496

無形固定資産   

のれん 340,092 228,263

その他 218,390 230,329

無形固定資産合計 558,483 458,592

投資その他の資産   

投資有価証券 1,295,142 1,625,095

繰延税金資産 6,387 8,140

その他 885,124 825,449

貸倒引当金 △191,069 △191,125

投資その他の資産合計 1,995,584 2,267,560

固定資産合計 30,233,615 30,758,649

資産合計 58,883,963 60,707,951



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,197,371 3,367,494

短期借入金 4,428,029 3,410,074

1年内返済予定の長期借入金 3,590,697 2,004,196

1年内償還予定の社債 950,000 2,100,000

未払金 1,881,770 1,285,412

未払法人税等 146,884 476,150

繰延税金負債 480 528

賞与引当金 154,397 577,322

役員賞与引当金 11,250 15,000

その他 842,292 1,064,970

流動負債合計 15,203,171 14,301,149

固定負債   

長期借入金 3,829,399 4,555,783

繰延税金負債 820,920 849,754

退職給付引当金 1,450,256 1,450,143

役員退職慰労引当金 － 221,371

長期未払金 1,189,889 1,056,816

その他 155,160 188,196

固定負債合計 7,445,626 8,322,066

負債合計 22,648,798 22,623,216

純資産の部   

株主資本   

資本金 19,344,883 19,344,883

資本剰余金 12,414,314 12,422,728

利益剰余金 2,752,973 3,116,661

自己株式 △1,378,607 △1,239,283

株主資本合計 33,133,564 33,644,991

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 61,787 220,750

為替換算調整勘定 59,428 698,140

評価・換算差額等合計 121,216 918,890

少数株主持分 2,980,384 3,520,853

純資産合計 36,235,165 38,084,735

負債純資産合計 58,883,963 60,707,951



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 29,693,582

売上原価 22,604,704

売上総利益 7,088,878

販売費及び一般管理費 5,305,779

営業利益 1,783,098

営業外収益  

受取利息 68,658

受取配当金 30,959

その他 115,336

営業外収益合計 214,954

営業外費用  

支払利息 286,068

為替差損 466,412

その他 175,982

営業外費用合計 928,462

経常利益 1,069,591

特別利益  

固定資産売却益 23,229

投資有価証券売却益 6,000

その他 1,888

特別利益合計 31,117

特別損失  

固定資産売却損 174

固定資産除却損 5,368

投資有価証券評価損 236,837

その他 4,041

特別損失合計 246,422

税金等調整前四半期純利益 854,286

法人税、住民税及び事業税 410,772

法人税等調整額 74,795

法人税等合計 485,567

少数株主利益 305,730

四半期純利益 62,989



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 854,286

減価償却費 2,663,349

のれん償却額 74,265

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,832

賞与引当金の増減額（△は減少） △422,619

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,750

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,463

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △221,371

受取利息及び受取配当金 △99,618

支払利息 286,068

為替差損益（△は益） △222,301

投資有価証券売却損益（△は益） △6,000

投資有価証券評価損益（△は益） 236,837

有形固定資産売却損益（△は益） △23,055

有形固定資産除却損 5,368

売上債権の増減額（△は増加） △1,061,271

たな卸資産の増減額（△は増加） △250,075

仕入債務の増減額（△は減少） 408,862

その他 558,375

小計 2,797,645

利息及び配当金の受取額 99,148

利息の支払額 △304,429

法人税等の支払額 △695,069

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,897,294

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △50,666

定期預金の払戻による収入 50,483

有価証券の取得による支出 △302,600

有価証券の売却による収入 353,600

有形固定資産の取得による支出 △3,108,478

有形固定資産の売却による収入 329,767

投資有価証券の取得による支出 △104,734

投資有価証券の売却による収入 6,000

子会社株式の取得による支出 △635,327

貸付けによる支出 △510

貸付金の回収による収入 1,146

その他 △1,430

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,462,749



（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,194,516

長期借入れによる収入 2,690,000

長期借入金の返済による支出 △1,508,093

社債の償還による支出 △1,150,000

配当金の支払額 △427,703

少数株主からの払込みによる収入 2,190

少数株主への配当金の支払額 △287,150

自己株式の処分による収入 11,555

自己株式の取得による支出 △159,293

財務活動によるキャッシュ・フロー 366,021

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,291

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,210,724

現金及び現金同等物の期首残高 8,167,846

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,957,121



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）において、水晶製品事業の売上

高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも

90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

〔所在地別セグメント情報〕

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本

（千円）
欧州

（千円）
アジア
（千円）

北米
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
10,321,836 1,302,323 16,849,137 1,220,285 29,693,582 － 29,693,582

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
13,415,961 4,115 8,686,573 359 22,107,009 (22,107,009) －

計 23,737,798 1,306,439 25,535,710 1,220,644 51,800,592 (22,107,009) 29,693,582

営業利益又は

営業損失（△）
1,626,717 16,563 1,230,179 △65,930 2,807,529 (1,024,430) 1,783,098

　【定性的情報・財務諸表等】「４．その他 (3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変

更（追加情報）」に記載の通り、当社及び国内連結子会社は、減価償却資産の耐用年数等に関する平成20年度法人税法の

改正を契機として、資産の利用状況を見直した結果、当第１四半期連結会計期間より、固定資産の耐用年数を変更いたし

ました。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「日本」の営業利益が104,666

千円減少しております。

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1）欧州………ドイツ

（2）アジア……香港、シンガポール、中国、インドネシア、台湾、タイ

（3）北米………米国

〔海外売上高〕

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 欧州 アジア 北米 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,349,125 17,436,718 1,271,210 20,057,054

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 29,693,582

Ⅲ　連結売上高に占める海

外売上高の割合（％）
4.5 58.7 4.3 67.5

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1）欧州………ドイツ

(2）アジア……香港、シンガポール、中国、台湾

(3）北米………米国

３　海外売上高は、当社グループ（当社及び連結子会社）の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

－ 1 －



（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表

（要約）四半期連結損益計算書

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日）

区分 金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 31,968,192 100.0

Ⅱ　売上原価 23,029,177 72.0

売上総利益 8,939,014 28.0

Ⅲ　販売費及び一般管理費 5,410,840 17.0

営業利益 3,528,174 11.0

Ⅳ　営業外収益 473,654 1.5

Ⅴ　営業外費用 695,825 2.2

経常利益 3,306,003 10.3

Ⅵ　特別利益 16,720 0.1

Ⅶ　特別損失 128,565 0.4

税金等調整前四半期純利益 3,194,158 10.0

法人税、住民税及び事業税 531,972 1.7

法人税等調整額 37,369 0.1

少数株主利益 330,527 1.0

四半期純利益 2,294,289 7.2

   

－ 2 －
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